豆電灯付観測用鉛筆 by 淺野, 英之助
Title豆電燈付觀測用鉛筆
Author(s)淺野, 英之助













































































1　　7 ? 8 ?
魏　測　者 槻　測　地 －
回数 時間薮流星藪 回数 時間数流星数
分　棋　和　枝 和歌山縣金屋 2 180 10
實　方雅雄 京　城　府 3 婁65 56 3 345 66
小計孝二郎 和歌山縣金屋 7 46062 9 720 225
小　愼　茂代 和歌山縣金屋 2 180 20
吉　井　耕一 廣島縣竹原 7 715 240
堀　田　泰生 横　濱　市 2 215 79
　　　　　　　　　　　遊星面課月報（11月）
　木星はもう観測の好機ではなくなったが，火星の檬に覗直径の縮少が速かで
ないから未だ12月一杯は見える．冬期に入ると例年の檬に目立ってシ1イング
が悪くなるから，遊星面の観察の檬な精緻な仕事に適しなV・・今月に入って木
星のスケッチは青木章氏から8枚，宗田順二氏から2枚受取つた．共に器械の口
径が小さいので木星面の詳細は認めてをられないが爾スケッチから観てJ縞の
太さ位置には攣化は無V・模様である．
　火星観測の記録は目下幹事の手で整理中，逐次天界に焚表しますから詳細の
記事の方に譲iります．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E・D）
　〔第96頁より〕
自在些の手数も要しない．三巴は梢大形の萬年筆程度であり，特に持重りがす
るといふ程のことはなく，充分輕快に使用できる．乾電池，豆電球，鉛筆は総
て普通に得られるから，消耗品の補給は容易である．
省，本器は特に吾々のみならす，廣く一一一般砒含の夜間活動者に利便を與える
ことも，相當あらうかと思はれる．各方面に利用されることを願ってみる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1937．　ix）
